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 eq \o\ac(□,３)
問１
つり合っている力(糸がおもりを引く力)は重力と同一作用線上にあり，重力と同じ大きさで逆向きである。作用点は，糸とおもりが接触しているところ。
問２
1秒間に60打点するので，6打点分は0.1秒。図２より，ＡＥ間10.2cmを0.4秒で運動しているので，平均の速さは，10.2[cm]÷0.4[秒]＝25.5＝約26[cm/秒]。

問３
Ａ´Ｂ´間は1.0cm，Ｂ´Ｃ´間は3.0cm，Ｃ´Ｄ´間は5.0cm，Ｄ´Ｅ´間は7.0cm。

問４
図５の縦軸の切り取ったテープの長さは，0.1秒間に移動した距離，すなわち速さを表している。

問５
図５より，実験１のときの0.1秒ごとの速さの変化はテープの長さで1.3cm。問３より，実験２のときの0.1秒ごとの速さの変化はテープの長さで2.0cm。実験１に比べて，実験２のほうが速さの変化が大きい。台車に加える力が大きいほど，速さの変化が大きくなる。
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